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平成 28 年度 第 4・5 回 合同番組審議会 議事録 

 

 

 １ 開催年月日 

    平成 29 年 1 月 31 日（火） 午前 10 時 00 分～午前 11 時ごろ 

 

 ２ 開催場所 

    砺波市太郎丸 2－129 北日本新聞社砺波支社 会議室 

 

 ３ 委員の出席 

   委員総数  5 名 

   出席委員数 5 名 

   出席委員の氏名（◎委員長） 

◎ 飯田 敏雄 （87 歳、男、前砺波市文化協会長） 

 西森 昭治 （43 歳、男、砺波商工会議所青年部前会長） 

 小幡 豊 （67 歳、男、砺波市文化会館館長） 

 河合 要子 （50 歳、女、KO・RA・RE 代表） 

 石村 修子 （37 歳、女、千華園勤務、グリーンアドバイザー） 

        

 

   放送事業者側出席者名 

       河合 常晴   （株式会社エフエムとなみ 代表取締役社長） 

       古井 裕人   （株式会社エフエムとなみ 業務部長） 

       高信 静枝   （株式会社エフエムとなみ 放送係長） 

 

 ４ 協議事項 

１．放送番組に対する評価 

≪対象番組≫ 

・新春特別番組 夏野修砺波市長インタビュー 

・新春特別番組 田中幹夫南砺市長インタビュー 

・土曜はひねもすラヂオ 

２．4 月改編に対するアドバイス 

３．その他 
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 ５ 議事の概要 

   社長、委員長の挨拶に続き、協議へ。3 つの番組に対しての感想やご意見をいただいた。 

また、その後は、4月改編について意見交換を行った。 

 

６ 審議内容（各委員の発言を要約して箇条書きで記載） 

  

 【石村委員】 

  ・「土曜はひねもすラヂオ」について 

    パーソナリティー２人の話のテンポがよかった。 

タナベさんのネガティブな発言に親近感がわき、元気がもらえた。 

   ・「砺波市長・南砺市長インタビュー」について 

     番組進行がよかった。市長の話をうまく引き出せていた。 

     市長に話を聴く機会がもっとあってもよいのではないか。 

 

         

【河合委員】 

   ・「土曜はひねもすラヂオ」について 

     地域の情報収取ができてよい。 

     ゲストの話が特別でなく、身近に感じられてよかった。 

     ケーブルテレビとの同時生放送なので、テレビ向けのパフォーマンスがあってもいいので

はないか。 

   ・「砺波市長・南砺市長インタビュー」について 

     それぞれの市長の人柄が感じられた。 

     市長のリクエスト曲からも人柄が伝わったのではないか。 

 

 

【西森委員】 

    ・「土曜はひねもすラヂオ」について 

     タナベさんが同年代ということもあり、親しみを持って話をきける。 

     明るく楽しい話題や、普段気づかない地域の情報を紹介しているのもよかった。 

     地域の方をゲストに呼んでいるので、聴いてみようという気になるのではないか。      

   ・「砺波市長・南砺市長インタビュー」について 

     両市の取り組みについて、いい点だけでなく、上手くいっていないところも聴けてよかった。 

     プライベートな話から、普段見えない一面が見えて市長との距離が縮まる気がした。 

     市長とのやり取りもスムーズでよかった。 
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 【小幡副委員長】 

  ・「土曜はひねもすラヂオ」について 

    身近な施設の紹介や地元出身者の紹介はおもしろかった。 

新しい発見にはなったが、もう一歩踏み込んで「行ってみたい、見てみたい」につながるよ

うに話を広げてほしい。 

  ・「砺波市長・南砺市長インタビュー」について 

    両市長の個性の違いが伝わってきた。 

    他の市の話をきくことで、自分の市を振り返る機会になるのではないか。 

   

 

  【飯田委員長】 

   ・「土曜はひねもすラヂオ」について 

     ゲストとの丁丁発止のやり取りは、テンポもよく心地よく聴けるが、聞き流しにつながるこ

ともあるのではないか。リスナーが考える時間も大切にしてほしい。 

   ・「砺波市長・南砺市長インタビュー」について 

     両市長の個性がよく出ていた。 

     親近感を感じる話題もあってよかった。 

     宣伝下手な県民性という話題があったが、ラジオが果たせる役割があるのか考えてほしい。 

 

         

  【河合社長】 

   ・昨年 10 月砺波市と「災害緊急放送に関する相互協定」「臨時災害放送局開設に関する協定」を

結んだことを説明。 

     災害時にエフエムとなみを聴いてもらえるような意識付けを市民にしていきたい。そのため

の方策を検討していきたい。 

   ・４月以降の番組作りについて説明。 

     地域で取り組んでいる事、施設、人物を紹介していきたい。 

     砺波地域の人の心に刺さる番組作りを考えたい。 

 

       

  【飯田委員長】 

・知られていない地域の伝統文化や、郷土出身の人を紹介してほしい。 

 一度だけでなく繰り返し角度を変えて取り上げてほしい。 

 

７ 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年月日 

   平成 29 年 2 月 1 日付北日本新聞朝刊に記事を掲載した。FM となみの HP 上でも公開。 

 

以上 


